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秋田県における温泉の適正利用調査について

武藤倫子＊横手永之助＊勝又貞ー＊

高橋 守＊＊中山 哲＊＊＊

I 緒声

昭和50年 7月，環境庁の通逹により温泉の適正利用を

叶るための利用碁準か提示されたが，そのうち浴用利用

桂準に関する調査は，昭祖[151年度に眼内で総硫黄が2叩／’

l以上含まれる源泉を有する施設を対象に，浴室内の祗

化水素濃度を調べた．また飲用利用基準に関する調査に

ついては，同じく昭和51年度に県内で飲用許可を受けて

いる施設の源泉について重金属及びフッ素含量を調べ，

一日の飲用許容量を算定し，その結果については上記の

浴用利用基準調査と併せて昭和51年及の所報に業務実納

として記載した．° さらに昭和53仕からは飲用利用碁翠

に関する追跡調査として，前回と同じ飲用許可施設の直

接飲用に供する蛇口水を対段にヒ索，フッ素を含む7瑣

目を分析してきた．このうち鹿角巾大湯地区については

昭和53年度の所報において既に報告してあるが，〗今年

度をもって県内全域における本調査を終了したので昭和

表ー 1 秋田県の硫黄泉

番号 施設名 場 所 源泉中総硫黄

1 赤 JII 鹿角巾八幡平 8.24 
・--一，て・ ・ ＂`ー・・-

2 後生掛 99 16.82 

3 ’’ 
99 11.43 

4 大 深 ” 18.95 

5 上トロコ ” 2.28 

6 蒸の湯 ” 11.19 

7 99 II 19.47 

8 玉 JII 99 5.76 

， 姫の湯 鹿角巾湯瀬 2.85 

l o 日 景-：＇--大
飴 市 47.20 
ー・•

11 小 倉 11．城目町 7.80 

12 鶴の湯 田沢湖町 27.86 

51年度に調査済みの浴用利用基準調査と併せて報告する．

Il 調査方法

A.浴用利用基準調査

屎内で総硫黄が2欝g/l以上含まれる源泉を持つ施設

20ケ所（源泉＝24ケ所）を表 1．に示した。 図 1．は各々

の位置を示したものである．上記施設について最も蒸気

のこもり易い浴室を選び浴槽水の硫化水素濃度を調べた。

その結果，硫化水素が検出された浴室について大気中の

硫化水索ガス濃度を湯面上10cm及び床1.70cmの所で同時

に閲定した．

又晶杏は早朝時の蒸気のこもった状態のところで行った．

B.飲用利用基準調査

県1)、」て飲用許可を受けている施設66ケ所（源泉＝81ケ

所）を図2．に示した。上記施設について，源泉から最も

近い浴室の蛇口から採水し分析に供した．

番号 胴設名 場 戸斤 加泉中総硫黄

13 在りの湯 田沢湖町 1 17.26 ， 
14 ‘’ ’’ ！ 19.04 

15 患 湯 99 6.42 

16 Af II 36.05 

17 水 沢 ” 26.19 

18 鳩の湯 II 43. 91 

19 孫 /＇ ‘ II 3.83 

2() 阿 部 皆 順 村 5.02 

21 罰泉荘 99 3.24 

22 奥 山 99 34.13 
・------一 ・ヽー ー・

23 i 小 椋 99 4.14 

24 早珪 明 ” 3.09 

（単位 mg/ l) 
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図ー1. 秋田県の硫黄泉 図2.

． 42 
本在

①0大曲
53~56 

県内飲用許可施設

浴用利用基準

浪□［位ー」：ー］四水素濃度（単位ppm)
浴栖湯面から上位10cm1 20 

浴槽床面から上位70cm

表ー2

10 

表ー3

上記に掲げる数値を超えないようにすること。

硫化水素濃度測定結果

施設名 場 所 温度（℃） pH 浴槽水恥sI湯面lOcmH心 床上70cm恥 S
赤 JI I 鹿角市八幡平 45 2. 7 1.80 1.17 不検出

鳩 の 湯 田沢湖町 59 9.3 26.41 0.52 可ゞ検出

鶴の湯（白拗） ” 60 6. 5 17.89 0. 26 不検出
←“  

”（滝の勘） “' 54 6.5 23.43 り95 不検出

日 娯 大 館 市 45 66 20.31 30 80 26.70 

奥 且I 皆 順 村 79 3 1 43.88 46 50 25.90 

呵 部 9/ 96 9 1 '2.04 I ぷ検出 不検出
l • ← 

鶴 泉 荘 9/ 64 83 0.64 不検出 不検出
....  

（単位ppm)
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又分析項目はヒ素，フッ素，鉛，銅，水銀の他，利用

基準には含まれていないが亜鉛とカドミウムを参考とし

て追加した．さらに利用基準には遊離炭酸が含まれてい

るが，飲用許可施設における温泉分析書を調べた結果，

飲用の一回量で遊離炭酸が 1,000mg以上含まれると予測

される温泉はなかったので省いた．

m 分析方法

の約1.5倍，床上70cmのところでの値か 26.70.ppm で

あるから利用基準の限界値1Dppmの約2.7倍である．
又奥山温泉の場合は湯面上10cmで46.50ppmであるか

ら約2.3倍，床上70cmのところで25.90 PP:filであるか

ら約2.6倍各々利用基準の限界値より高い値を示した．

次に表3．に示された施設において浴栖水中の硫化水素

か大気中にどれ位遊離してくるか（ここでは希散率とし．

湯面上］0cmあるいは床上70cmでの硫化水素濃度を浴槽水

中Cf）硫化水素濃度で除した値に 100を栞じた値）を水素

1.大気中硫化水素ー北川式検知管による方法 ・イオンi品度とまとめたのか表 4．である．赤川温泉(pH

2. 水中硫化水素一酢酸カドミウム法 ＝2. 7),日景温泉(pH=6. 6),奥山温泉(pH=

3. ヒ 素ージエチルジチオカルバミン酸銀法 3. 1)で希散率が高く，鳩の湯(pH=9.3), 鶴の湯

4. フッ素ーイオン電極法（オリオン社製701A型） の二源泉(pH=6.5),阿部旅館(pH=9. 1),鶴泉

5. 亜鉛．カドミウム，銅，鉛 荘(pH=8. 3)ではかなり低い値であった．

-MIBK抽出による原子吸光法 B.飲用利用基準調査

6. 水銀ーフレームレス原子吸光法 凩坦庁の通達による飲用利用韮準を図 5．に示す．図2.

なお試料は現場で重企屈分析用としては濃塩酸を5叫 て示した飲用許可施設について調査した結果，規制の対

/lの割合で加えたものを，水銀用としては過マンガン 象と八・った項目はヒ素とフソ素のみで，その他の対象成

酸カリウム溶液を淡赤色になるまて叩えたものを用いた． 分はすべて基準値以下であった．又亜鉛とカドミウムに

フッ素は試料を直接分析に供した． ついてはいずれも水道法で定められた飲用基準を下回る

w 結果と考察

A.浴用利用基準調査

環境庁の通達によるI谷川利川），属準を表2．に示す．表 1.

て示した県内の硫黄泉24ケ所について調査した結果，俗

槽水中に硫化水素の検出されたのは表3．に示すとおり 8

ヶ所であった．そのうち浴用利用韮準以上の硫化水素力

スが大気中に認められた施設は，日景温泉と奥山温泉の

2ケ所であった．各々における分析結果は，日景温泉が

湯面上10cmで30.80ppmであるから利用基準の限界値

表4 浴槽水中H心の希散率

結果であった．ヒ素の最高値は八幡平地区の銭｝1|温泉で

2.65 pprh, フッ素の最高値は図2中No.42の滝湿泉で6.

00 ppm,両者の一日の許容飲用量は各々 113.2叫と

266. 7叫であった．又今回の該当施設81ケ所のうち，飲

用星の告1j限を受けた施設じ40ケ所て全体の約50％であっ
ートャ

／ー・

次に県内各地域における項日ことの濃度範囲を知る目

的て，県内の温泉郷と称される地域ことにまとめたのが

図2.(!)AからHまでである． IとJは温泉郷とは称され

ていないが距離的に近接しているのでまとめて分類した．

またAからJまでのグループに入らない温泉16ケ所が図

... 

施設名 pll 
： 

湯面上10cmての希敦率 床．I：70cmでの希散率
｀ ~ 

赤 JII 2. 7 65 0 

゜一→

旭 の 湯 9 3 I 2 0 

゜鶴の湯（白湯） 6 5 1. 5 

゜II(滝の湯） 6.5 4.1 

゜日 景 6.6 151. 7 131. 5 

奥 山 3.1 106.0 59.0 

阿 部 9 1 

゜
（） 

. -- -
仰 泉 荘 8 3 

゜
（） 

ヽ~ --・----

（希散冷＝ ぶ[/:nl-]0crn（床上70cm)での硫化水素晶度
一 浴槽水中の硫化水素殷度 X 100) 
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表ー5 温泉の飲用許容量 大人(16オ以上の者） 1日につき

成 分 飲用の総量 mi

ヒ 素 彗 x 1000 
A 

フ ツ 素 旦 x 1000 
A 

銅 2.0 X -x- 1000 

鉛 旱 x 1000 
A 

水 銀 ~ X 1000 
A 

遊離炭酸

小人(15オ以下の者） 1日につき

年令 飲用基準量

15~8オ 大人を 1とした場合の 1/ 2鼠

7~5オ，, 1 / 3量

4 ~3オ ”1/6量

2オ以下 II 1 /10量

※Aは当該温泉の 1kg中に含まれる成分の重量（叩単

位）の数値

表6 県内各地域における平均値

地区 分析件数 ヒ素 フッ素

A 八幡平 6 0.47士1.07 0.0 

B 湯 瀬 3 0.00 1. 9士0.1

C 大 湯 15 0.40士0.201.52士0.68

D 大 滝 3 0.00 3.80士0.44

E 男 鹿 5 0.10士0.070.47士0.11

F 乳 頭 15 0.17士0.400.93士0.57

G 秋の宮 4 0.11士0.091.38士1.12

H 小 安 3 0.00 0.22士0.36

I 由 利 6 0.00 0.83士0.76

J 強 首 5 0.00 2.20士0.96

亜鉛

0.04士0.03

0.00 

0.01士0.01

0.01士0.01

0.01士0.01

0.01士0.02

0.01士0.01

0.02士0.02

0.00 

0.00 
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総摂取量叩

0.3 

1. 6 

2.0 

0.2 

0.002 

1000叩 (1回につき）

カドミウム 鉛 銅 水銀

0.00 0.01士0.01 0.00 0.17士0.18

0.00 0.00 0.00 0.00 

0.00 0.00 0.00 0.00 

0.00 0.00 0.00 0.00 

0.00 0.00 0.00 0.00 

0.00 0.00 0.00 0.00 

0.00 0.00 0.00 0.00 

0.00 0.02士0.04 0.00 0.00 

0.00 0.00 0.00 0.00 

0.00 0.00 0.00 0.00 

（単位ppm 但し水銀のみppb)



2．に示すこ` と`く県内に点在する．

表6．に各々の地域における各成分の平均値をまとめた。

これでみると，フッ素は八幡平地区を除く各地域で検出

されているが，ヒ素は偏在していることがうかがえる．

亜鉛，鉛も幾分検出されているが，カドミウムと銅は検

出されていない．水銀は八幡平地区と大湯地区に検出さ

れたのみであった．又Aから］までのグループに属さな

かった温泉群における各成分の最高値を述ぺると，ヒ素

は図 2．中No.51の夏瀬温泉で0.02ppm,フッ素はNo.42の

滝温泉で6.00ppm,亜鉛はNo33の寿月荘で0.05ppm,

銅はNo.32のさとみ温泉で0.18ppm,カドミウム，鉛，

水銀は各々不検出であった．

V まとめ

県内の温泉施設における利用状況を浴用，飲用の二面
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から調査した。その結果，谷用の涸査で通達の基準を上

回った施設は24ケ所のうち奥山温泉と日景温泉の 2ケ所

であった．

また浴槽水中硫化水素の希散率の高かったのは赤川，

日景，奥山の各温泉であっt:。

次に飲用の調査においては，算定の対象となった項目

はヒ素とフッ素のみで，合同．鉛，水銀はじずれも且準値

以下の結果であった．また亜鉛とカドミウム1こついては，

いずれも水道法で定められた基準値以下であった．
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